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「市民アンケート封入作業」
泉大津市議会では、「泉大津市議会に関する市民アンケート調査」を実施することといたしました。
議員全員で封入を行い、無作為抽出の2,000人に郵送しました。（詳細は特集1参照）
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●市政を問う ２～７Ｐ

一般質問要旨

＊掲載の順序は、発言順としています。

●特集 ８～１０Ｐ

・市民アンケート調査のお願い
・議会の模様を見てみませんか？
・政務活動費の公表

●市議会で行われたこと

・議案内容、意見書 １１Ｐ
・議案の議決結果 １２Ｐ

★上記の日程は変更される場合があります。
詳しくは議会事務局（0725-33-1131 内線 2508）まで
お問い合わせください。

開 催 日

９月 ９日（水）

９月１０日（木）

９月１１日（金）

９月１４日（月）～

９月２８日（月）

会 議 名
市議会本会議（１日目）「一般質問、議案審議」

市議会本会議（２日目）「一般質問、議案審議」

市議会本会議（予備日）

常任委員会（付託がある場合）・決算審査特別委員会

市議会本会議（最終日）「委員長報告、議案審議」

●開催時間は、いずれも午前１０時を予定しています。

市 議 会 の 予 定

令和２年第２回定例会が６月１７日から６月２６日までの間で開催されました。
一般質問要旨、議案審議の結果等を掲載しています。



一 般 質 問

令和2年8月号●議会だより ２２

令和２年

第 2回定例会

一般質問

市市 政政 をを 問問 うう

　
　第２回定例会（６月定例会）で　第２回定例会（６月定例会）では、は、
１０人の議員が６月１７日、１８日の１０人の議員が６月１７日、１８日の
２日間にわたり２日間にわたり一般質問を行いました。一般質問を行いました。
　各議員が行った質問から各１項目を　各議員が行った質問から各１項目を
要約して掲載しています。要約して掲載しています。
　各議員のＱＲコードから録画放送を　各議員のＱＲコードから録画放送を
ご覧いただけます。ご覧いただけます。

　
　第２回定例会（６月定例会）では、
１０人の議員が６月１７日、１８日の
２日間にわたり一般質問を行いました。
　各議員が行った質問から各１項目を
要約して掲載しています。
　各議員のＱＲコードから録画放送を
ご覧いただけます。

部 

長
議 

員

増
員
は
有
効
、
国
の
事
業
を

活
用
し
て
強
化
し
た
い

子
ど
も
や
教
師
の
サ
ポ
ー
ト

の
た
め
増
員
す
る
考
え
は

議
員

休
校
中
の
子
ど
も
へ
の
影
響
や
、

学
校
再
開
後
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
質
問

す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
必
要
な
子
ど

も
に
対
す
る
対
応
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

教
育
部
長

欠
席
時
な
ど
担
任
等
か
ら
の

電
話
や
家
庭
訪
問
で
心
身
の
状
況
を
確
認

し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
家
庭
教

育
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
等
と
連
携
し
て
い
る
。

議
員

専
門
家
の
配
置
は
非
常
に
少
な
く

実
態
に
則
し
た
対
応
が
で
き
る
か
疑
問
。

コ
ロ
ナ
危
機
で
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
が

重
要
。
適
切
に
把
握
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
活
用
や
、
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
年
齢
に

応
じ
た
学
び
が
必
要
だ
が
考
え
は
。

部
長

コ
ロ
ナ
の
正
し
い
知
識
や
手
洗
い
、

密
を
防
ぐ
過
ご
し
方
な
ど
指
導
し
て
き
た
。

健
康
教
育
や
提
案
の
リ
ス
ト
も
参
考
に
し
、

各
校
の
実
情
に
応
じ
て
対
応
す
る
。

議
員

休
業
中
は
学
習
支
援
ア
プ
リ
な
ど

を
活
用
と
聞
く
が
、
ネ
ッ
ト
環
境
の
無
い

場
合
や
、
不
慣
れ
な
家
庭
へ
の
支
援
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。

部
長

端
末
の
貸
し
出
し
や
活
用
状
況
を

確
認
し
、
個
別
支
援
を
行
な
っ
て
き
た
。

議
員

今
後
も
必
要
な
学
習
に
な
る
と
理

解
は
す
る
が
、
か
な
り
苦
労
し
た
と
か
、

な
か
な
か
取
り
組
め
な
い
子
や
視
聴
時
間

が
30
分
未
満
も
多
い
と
聞
く
。
進
み
具
合

や
理
解
度
に
差
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
ど

の
子
も
丁
寧
に
進
め
る
よ
う
に
対
応
願
う
。

授
業
の
精
選
、
重
点
化
の
考
え
は
ど
う
か
。

部
長

夏
季
休
業
期
間
の
短
縮
、
春
の
遠

足
や
林
間
学
校
等
の
校
外
学
習
、
水
泳
指

導
の
中
止
を
決
定
し
て
い
る
。

議
員

授
業
ば
か
り
で
は
新
た
な
子
ど
も

の
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、
成
長
を
ゆ
が
め
て

し
ま
い
か
ね
な
い
。
楽
し
み
も
持
た
せ
な

が
ら
実
情
に
応
じ
、
教
科
横
断
や
次
年
度

に
送
る
等
の
学
習
内
容
の
精
選
な
ど
の
創

意
工
夫
、
柔
軟
な
教
育
が
学
校
現
場
に
今

こ
そ
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

感
染
症
対
策
で
消
毒
作
業
な
ど
教
員
の

負
担
も
増
え
た
が
、
分
散
登
校
で
明
ら
か

だ
っ
た
の
は
少
人
数
学
級
で
は
授
業
が
し

や
す
く
、
個
々
の
対
応
が
で
き
る
こ
と
で

あ
る
。
国
の
増
員
に
対
す
る
補
正
予
算
で

は
少
な
す
ぎ
る
。
少
人
数
学
級
の
実
現
こ

そ
、
３
密
を
避
け
、
学
力
向
上
、
子
ど
も

の
課
題
解
決
に
有
効
な
の
は
明
白
で
、
市

は
真
剣
に
検
討
す
べ
き
と
強
く
要
望
す
る
。

森下　 巌
（日本共産党）
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一　般　質　問

議
員

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

る
市
内
経
済
活
動
の
停
滞
。
当
市
の
税
収

に
も
大
き
な
影
響
が
生
ず
る
。
市
財
政
、

歳
入
の
根
幹
と
な
る
税
収
入
に
つ
い
て
。

ま
た
令
和
３
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
た

な
財
政
運
営
基
本
方
針
を
策
定
す
る
に
当

た
り
、
ど
の
よ
う
に
想
定
し
、
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
の
か
。
考
え
を
示
せ
。

総
務
部
長

経
済
活
動
の
停
滞
は
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
事
態
で
あ
り
、
情
報
収
集
及

び
分
析
に
努
め
て
い
く
。
な
お
、
今
年
度

に
お
い
て
は
、
市
税
の
徴
収
猶
予
で
生
じ

る
減
収
分
に
つ
い
て
は
猶
予
特
例
債
が
、

法
人
税
割
の
減
収
分
に
つ
い
て
も
減
収

補
填

ほ
て
ん

債
が
措
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
令

和
３
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
市
税
収
入

減
収
分
に
つ
い
て
は
普
通
交
付
税
算
定
に

お
け
る
基
準
財
政
収
入
額
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
結
果
と
し
て
普
通
交
付
税

等
に
よ
り
減
収
分
は
一
定
補
填
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て

新
た
な
財
政
運
営
基
本
方
針
を
策
定
す
る
。

議
員

特
例
債
や
補
填
債
が
措
置
予
定
と

い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
名
目
で
あ

れ
借
金
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
緊

急
時
財
政
の
運
営
に
当
た
っ
て
の
借
金
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
性
格
に
違
い
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
の
償
還
に
当
た
り
し

っ
か
り
と
し
た
財
政
運
営
を
願
い
、
改
め

て
国
の
施
策
で
あ
る
猶
予
特
例
債
と
減
収

補
填
債
に
つ
い
て
説
明
を
願
う
。

部
長

特
例
債
と
は
令
和
２
年
度
に
お
い

て
地
方
税
の
徴
収
猶
予
制
度
が
創
設
さ
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
れ
に
伴
う
減
収
額

を
勘
案
し
て
発
行
す
る
地
方
債
で
あ
り
、

返
済
期
間
は
１
年
間
。
ま
た
補
填
債
と
は

当
年
度
の
基
準
財
政
収
入
額
算
定
後
、
基

準
財
政
収
入
額
で
見
込
ん
だ
額
と
課
税
実

績
額
等
を
比
較
し
、
課
税
実
績
額
が
下
回

る
場
合
、
財
政
運
営
に
影
響
を
与
え
る
の

で
そ
の
減
少
分
を
補
填
す
る
た
め
に
発
行

で
き
る
地
方
債
で
あ
る
。
元
利
償
還
金
に

つ
い
て
は
そ
の
75
％
が
後
年
度
に
お
い
て

基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
る
も
の
で
、

そ
の
資
金
と
し
て
低
利
の
公
的
資
金
が
充

て
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

議
員

当
市
の
経
済
実
態
を
知
る
上
で
も

コ
ロ
ナ
後
の
税
収
を
予
測
し
、
国
頼
み
、

普
通
交
付
税
頼
み
で
な
く
、
実
態
掌
握
の

上
で
財
政
運
営
基
本
方
針
の
策
定
を
願
う
。

議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
民
の
生
活

と
経
済
状
況
は
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
大
阪
府
の
休
業
要
請
支
援
金
、

持
続
化
給
付
金
申
請
件
数
、
倒
産
・
廃

業
・
失
業
件
数
、
及
び
雇
用
調
整
助
成
金
、

住
居
確
保
給
付
金
、
生
活
保
護
の
申
請
件

数
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
に
な
っ
て

い
る
生
活
福
祉
資
金
で
あ
る
緊
急
小
口
資

金
と
総
合
支
援
資
金
申
請
等
、
各
件
数
は
。

総
合
政
策
部
長

休
業
要
請
支
援
金
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
件
数
は
法
人
48
件
、

個
人
３
９
０
件
、
倒
産
件
数
は
大
阪
府
23

件
、
失
業
者
数
、
雇
用
調
整
助
成
金
、
国

の
持
続
化
給
付
金
の
集
計
デ
ー
タ
は
な
い
。

健
康
福
祉
部
長

住
居
確
保
給
付
金
申
請

は
、
４
月
10
件
、
５
月
20
件
。
生
活
保
護

申
請
は
４
月
13
件
、
５
月
12
件
。
緊
急
小

口
資
金
申
請
は
３
月
14
件
、
４
月
１
４
７

件
、
５
月
１
７
４
件
。
総
合
支
援
資
金
申

請
は
４
月
11
件
、
５
月
57
件
。

議
員

本
市
で
登
録
さ
れ
て
い
る
休
業
要

請
支
援
金
申
請
対
象
事
業
者
は
。

部
長

法
人
77
件
、
個
人
５
８
５
件
。

議
員

申
請
締
め
切
り
が
５
月
末
だ
が
、

本
市
が
二
分
の
一
負
担
と
い
う
共
同
事
業

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
給
付
人
数
、
予

算
の
報
告
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

部
長

府
内
の
支
給
完
了
後
請
求
の
た
め
。

議
員

本
市
地
域
内
の
経
済
状
況
、
市
民

の
困
窮
状
況
等
、
行
政
と
し
て
把
握
し
た

上
で
適
切
な
施
策
を
打
つ
必
要
が
あ
る
。

部
長

指
摘
さ
れ
る
件
数
等
情
報
収
集
は

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
本
市
に
必
要
な
事

業
等
の
施
策
を
進
め
て
い
く
。

議
員

住
居
確
保
給
付
金
、
生
活
保
護
は
、

急
激
な
増
加
は
見
ら
れ
な
い
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
ふ
ん
ば
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

状
況
に
あ
る
。
今
後
の
見
通
し
は
。

部
長

雇
用
情
勢
の
回
復
が
な
い
と
生
活

保
護
申
請
が
増
加
す
る
。

議
員

本
市
独
自
の
支
援
策
は
あ
る
の
か
。

部
長

本
市
で
ど
の
よ
う
な
事
業
、
手
当

等
が
必
要
か
検
討
す
る
。

議
員

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
支
援
相
談
窓

口
の
一
本
化
と
と
も
に
財
政
調
整
基
金
を

活
用
し
て
、
市
民
に
寄
り
添
う
支
援
策
を

ぜ
ひ
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

部 

長
議 

員

部 

長
議 

員

貫野幸治郎
　（お　　づ）

高橋　登
（会派に属さない議員連合）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影

響
、
今
後
の
財
政
運
営
は

措
置
予
定
で
あ
る
特
例
債
や

補
填
債
を
含
め
て
運
営

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
市
民
に
寄

り
添
う
施
策
は

何
が
必
要
か
、
効
果
的
か
を

勘
案
し
な
が
ら
検
討
す
る

◎
そ
の
他
の
質
問

・
図
書
館
移
転
住
民
監
査
請
求
結
果
報
告
書
が

指
摘
す
る
事
項
に
つ
い
て
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一　般　質　問

議
員

①
職
員
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
際
の

事
案
の
調
査
、
苦
情
処
理
委
員
会
の
設
置

等
の
対
応
を
具
体
的
に
示
せ
。
②
相
談
件

数
、
苦
情
処
理
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
た

回
数
、
解
決
数
を
示
せ
。
③
職
員
か
ら
私

に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
が
あ
っ
た
。
早

期
に
全
職
員
に
対
し
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

研
修
か
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
が
必
要

と
考
え
る
が
、
実
施
の
考
え
は
。
④
教
育

委
員
会
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
を
示
せ
。

ま
た
、
苦
情
処
理
委
員
会
等
の
制
度
設
置

は
あ
る
の
か
。

総
合
政
策
部
長

①
相
談
を
受
け
た
相
談

員
は
事
情
聴
取
を
行
う
等
、
問
題
の
解
決

に
努
め
人
事
課
長
へ
報
告
を
行
う
。
問
題

が
解
決
し
な
い
場
合
は
人
事
課
長
が
問
題

解
決
に
当
た
り
、
こ
れ
ら
の
対
応
に
よ
っ

て
も
問
題
の
解
決
が
困
難
な
場
合
は
苦
情

処
理
委
員
会
を
開
催
、
問
題
解
決
の
提
言

や
措
置
を
行
う
。
②
相
談
件
数
や
苦
情
処

理
委
員
会
の
開
催
回
数
等
は
、
個
人
の
特

定
や
個
別
案
件
の
詮
索
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
今
後
の
職
場
環
境
へ

の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

答
え
は
差
し
控
え
る
。
③
研
修
は
、
よ
り

一
層
の
職
員
の
意
識
啓
発
の
た
め
に
も
継

続
し
て
実
施
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

関
し
て
は
、
す
べ
て
の
職
員
が
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
今
後
と

も
よ
り
丁
寧
な
実
態
把
握
に
努
め
る
。

教
育
部
長

④
教
職
員
間
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
は
、
校
長
会
等
を
通
じ
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
行
為
は
人
権
侵
害
に
関
与
す
る
恐
れ

が
あ
り
、
教
職
員
は
も
と
よ
り
、
児
童
・

生
徒
の
心
身
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
を
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
事
例
を
示
し
な
が

ら
教
職
員
に
周
知
し
て
い
る
。
相
談
窓
口

を
各
学
校
及
び
教
育
委
員
会
内
に
設
置
し
、

問
題
解
決
を
迅
速
か
つ
適
切
に
行
え
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。
苦
情
処
理
委
員
会
や

調
査
委
員
会
な
ど
は
、
相
談
内
容
や
状
況

に
応
じ
、
適
切
に
設
置
し
た
い
と
考
え
る
。

議
員

昨
年
報
道
さ
れ
た
神
戸
市
立
小
学

校
の
教
師
間
い
じ
め
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
の
調

査
委
員
会
報
告
書
を
基
に
、
改
め
て
現
制

度
上
に
不
備
が
無
い
か
確
認
し
、
退
職
者

を
出
し
続
け
な
い
た
め
に
も
、
相
談
者
の

立
場
に
立
っ
た
対
応
と
、
こ
の
防
止
法
施

行
を
契
機
に
、
さ
ら
な
る
職
場
環
境
の
見

直
し
を
重
ね
て
要
望
す
る
。

議
員

市
内
事
業
者
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
分
析
さ
れ
、
経
営
状
況
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

総
合
政
策
部
長

売
上
高
が
減
少
し
て
い

る
中
小
企
業
者
に
対
す
る
認
定
業
務
を
行

っ
て
お
り
、
３
月
か
ら
の
約
３
か
月
間
で

相
談
が
５
９
７
件
あ
り
、
売
上
高
の
減
少

に
よ
り
、
資
金
繰
り
に
苦
慮
し
て
い
る
状

況
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員

今
後
も
引
き
続
き
支
援
策
を
実
施

し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
が
検
討
し
て
い

る
支
援
策
は
。

部
長

落
ち
込
ん
だ
市
内
消
費
を
喚
起
す

る
よ
う
な
景
気
刺
激
対
策
が
市
内
事
業
者

に
と
っ
て
必
要
と
考
え
現
在
そ
の
た
め
の

緊
急
経
済
対
策
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。

議
員

市
内
事
業
者
に
と
っ
て
市
役
所
は

大
き
な
得
意
先
で
あ
り
、
市
内
の
大
き
な

企
業
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
市
が

補
助
金
や
助
成
金
を
支
払
い
支
援
す
る
に

は
、
市
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
限
界
が

あ
る
。
今
こ
そ
本
市
の
各
種
事
業
や
物
品

購
入
な
ど
を
市
内
事
業
者
に
発
注
し
て
仕

事
を
回
す
こ
と
で
地
域
経
済
を
活
性
化
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
。
仕
事
を

す
る
こ
と
で
雇
用
が
維
持
で
き
る
。
ま
た

内
需
拡
大
を
図
る
意
味
で
も
重
要
と
思
う

が
市
の
見
解
は
。

部
長

市
内
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
へ
の
給
付
に
と
ど
ま
ら
ず
、

事
業
者
が
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の

支
援
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
市
内

経
済
へ
の
回
復
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

市
で
は
こ
れ
ま
で
も
市
内
事
業
者
へ
の
受

注
機
会
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
市
内
事
業
者
の
育

成
・
支
援
に
努
め
る
。

議
員

支
援
金
も
大
事
で
あ
る
が
、
本
来

の
姿
と
し
て
市
内
事
業
者
に
仕
事
を
し
て

働
い
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
昨

年
の
台
風
被
害
の
と
き
は
市
内
事
業
者
に

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
市
内
事
業
者
が

少
し
で
も
減
る
と
窮
地
の
と
き
に
手
伝
っ

て
い
た
だ
け
な
い
こ
と
に
な
る
。
緊
急
事

態
宣
言
が
全
面
解
除
さ
れ
て
も
個
人
消
費

は
当
面
、
半
分
程
度
し
か
戻
ら
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
営

状
況
を
少
し
で
も
緩
和
す
べ
く
積
極
的
に

市
内
事
業
者
へ
の
発
注
を
行
う
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

部 

長
議 

員

部 

長
議 

員

丸谷正八郎
 （市民クラブ）

中村与志子
（会派に属さない議員連合）

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め

全
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
態
把
握
で
き
て
い
る
が
、

よ
り
丁
寧
な
把
握
に
努
め
る

コ
ロ
ナ
支
援
と
し
て
積
極
的

に
市
内
事
業
者
に
発
注
を

市
内
事
業
者
へ
の
発
注
機
会

の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
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議
員

４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
市
民
説

明
会
が
中
止
と
な
り
、
市
立
病
院
再
編
整

備
計
画
に
つ
い
て
の
市
民
へ
の
説
明
、
直

接
の
意
見
聴
取
の
機
会
が
無
い
ま
ま
、
新

病
院
の
設
計
業
者
の
公
募
、
審
査
が
行
わ

れ
て
き
た
。
市
民
参
加
、
市
民
合
意
を
尊

重
す
る
な
ら
、
新
病
院
設
計
業
務
委
託
な

ど
は
一
旦
凍
結
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
合
政
策
部
長

令
和
５
年
度
中
の
新
病

院
完
成
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当

初
の
予
定
ど
お
り
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

「
構
想
」
案
に
は
「
地
域
医
療
連

携
推
進
法
人
の
設
立
も
視
野
に
入
れ
」
と

あ
る
が
、
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

市
立
病
院
事
務
局
長

医
療
連
携
推
進
方

針
の
作
成
に
つ
い
て
社
会
医
療
法
人
生
長

会
と
協
議
し
て
い
る
。

議
員

法
人
の
設
立
、
大
阪
府
へ
の
申
請

の
時
期
は
。

局
長

最
短
で
、
来
年
の
５
月
に
大
阪
府

医
療
審
議
会
の
法
人
部
会
で
認
定
い
た
だ

く
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
で
現
在
進
め

て
い
る
。

議
員

法
人
の
設
立
、
大
阪
府
へ
の
申
請

は
今
年
度
中
と
い
う
こ
と
か
。

局
長

そ
う
な
る
。

議
員

公
の
施
設
が
で
き
て
、
そ
の
施
設

を
指
定
管
理
に
す
る
か
ど
う
か
は
議
会
が

議
決
す
る
。
議
決
の
前
提
と
し
て
慎
重
な

審
議
が
求
め
ら
れ
る
。
新
病
院
の
指
定
管

理
者
を
生
長
会
と
す
る
こ
と
が
確
定
し
て

い
な
い
状
況
で
、
生
長
会
と
の
協
議
を
急

ぎ
、
法
人
の
設
立
、
府
へ
の
申
請
を
行
う

の
は
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
。

局
長

す
で
に
基
本
合
意
書
を
先
方
と
交

わ
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
と
も
に
手
を

携
え
て
こ
の
地
域
の
医
療
を
支
え
て
い
こ

う
と
い
う
の
が
法
人
設
立
の
趣
旨
で
あ
り

矛
盾
し
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員

３
年
後
に
新
病
院
建
設
と
い
う
政

策
決
定
の
プ
ロ
セ

ス
に
市
民
は
一
切

参
加
し
て
い
な
い
。

説
明
さ
え
聞
い
て

い
な
い
。
市
民
置

き
去
り
の
暴
走
で

は
な
い
か
。

議
員

コ
ロ
ナ
禍
で
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

場
合
、
泉
大
津
市
の
避
難
所
に
お
け
る
具

体
の
対
応
策
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
か
示
せ
。

危
機
管
理
監

避
難
所
は
、
感
染
防
止
で

避
け
る
べ
き
密
閉
、
密
集
、
密
接
が
生
じ

や
す
い
環
境
に
あ
る
。
安
全
を
求
め
て
避

難
す
る
先
が
危
険
な
場
所
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
た
め
、
現
在
、
避
難
の
前
提
に
つ

い
て
一
か
ら
見
直
し
を
か
け
て
い
る
。

議
員

市
内
ホ
テ
ル
に
避
難
所
と
し
て
詳

細
協
議
、
調
整
を
申
し
入
れ
、
快
諾
頂
い

て
い
る
と
聞
い
た
が
、
他
に
避
難
所
と
し

て
考
え
て
い
る
所
は
あ
る
か
。

管
理
監

具
体
的
に
協
力
要
請
し
た
施
設

は
、
現
時
点
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
避

難
所
と
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
施
設
も
含
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
想
定
し
な
が
ら
多

様
な
避
難
所
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

議
員

泉
大
津
市
と
し
て
、
お
寺
、
神
社
、

教
会
な
ど
の
宗
教
施
設
が
避
難
所
に
な
る

と
い
う
考
え
方
に
対
す
る
見
解
は
。

管
理
監

本
市
で
の
前
例
は
な
い
が
、
す

で
に
災
害
時
の
協
定
を
締
結
す
る
自
治
体

の
事
例
も
散
見
さ
れ
る
。
ま
ず
は
、
先
行

事
例
の
運
用
状
況
や
締
結
に
至
っ
た
経
過

な
ど
、
調
査
、
確
認
し
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

議
員

併
せ
て
未
来
共
生
災
害
救
援
マ
ッ

プ
、
略
し
て
災
救
マ
ッ
プ
の
活
用
も
勧
め

る
。
こ
の
マ
ッ
プ
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
使

っ
て
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画

面
上
の
地
図
に
避
難
所
を
表
示
す
る
。
学

校
や
公
民
館
、
お
寺
、
神
社
な
ど
全
国
で

30
万
超
の
施
設
が
避
難
所
と
し
て
登
録
さ

れ
て
お
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
り
現
在
の

自
分
の
居
場
所
か
ら
近
く
の
避
難
所
を
探

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
仕
事
や
旅
行

な
ど
で
土
地
勘
の
な
い
人
が
来
ら
れ
て
も
、

逆
に
私
た
ち
が
遠
く
へ
行
っ
て
も
、
そ
の

場
所
の
地
図
が
出
る
の
で
安
心
で
あ
る
。

本
当
に
何
か
ら
手
を
つ
け
て
い
け
ば
い

い
の
か
し
っ
か
り
と

判
断
し
、
優
先
順
位

を
冷
静
に
見
極
め
て
、

今
回
案
内
し
た
件
に

つ
い
て
、
前
向
き
に

ぜ
ひ
検
討
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

部 

長
議 

員

管
理
監

議 

員

田立　恵子
 （日本共産党）

林　 哲二
（市民クラブ）

◎
そ
の
他
の
質
問

・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
と
そ
の
後
の
対
応
に

つ
い
て

新
病
院
設
計
業
務
は
一
旦

凍
結
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

令
和
５
年
度
中
の
完
成
を

目
指
し
予
定
ど
お
り
進
め
る

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
災
害
時

避
難
所
は
ど
う
す
る
の
か

解
決
に
向
け
具
体
的
な
対
策

を
検
討
し
、
順
次
実
行
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議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
う
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
要
望

に
つ
い
て
示
せ
。

危
機
管
理
監

国
の
特
別
定
額
給
付
金
、

本
市
の
感
染
症
患
者
発
生
状
況
、
外
出
自

粛
や
施
設
の
使
用
制
限
等
に
関
す
る
も
の

が
多
か
っ
た
。
要
望
と
し
て
感
染
症
患
者

の
詳
細
な
情
報
提
供
、
休
業
要
請
に
応
じ

な
い
施
設
に
対
す
る
対
応
等
で
あ
っ
た
。

議
員

第
２
波
、
第
３
波
が
予
測
さ
れ
る

中
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
る
。
市

の
体
制
構
築
に
関
す
る
今
後
の
予
定
は
。

管
理
監

保
健
所
、
市
内
医
療
機
関
、
市

と
の
連
携
し
た
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
、

総
合
的
な
取
り
組
み
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
。
保
健
所
と
は
、
休
日
、
夜
間

を
問
わ
ず
情
報
交
換
に
努
め
、
き
め
細
や

か
な
連
携
体
制
を
構
築
。
発
熱
外
来
の
設

置
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
協
議
を
今
夏

に
も
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

市
民
の
安
心
・
安
全
を
担
保
す
べ

く
第
２
波
に
向
け
発
熱
外
来
の
設
置
を
強

く
要
望
す
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

市
長

市
民
の
安
心
、
健
康
の
た
め
に
も

積
極
的
に
協
議
検
討
す
る
。
現
在
は
Ｌ
Ａ

Ｍ
Ｐ
法
に
よ
り
唾
液
で
す
ぐ
に
判
定
で
き

る
も
の
な
ど
、
簡
易
に
抗
体
、
抗
原
検
査

が
で
き
る
。
こ
れ
ら
を
研
究
し
な
が
ら
、

反
応
が
出
た
場
合
に
は
、
積
極
的
に
医
療

機
関
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
流
れ
づ
く
り
が

有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

議
員

危
機
事
象
発
生
時
の
体
制
に
つ
い

て
大
阪
府
で
は
健
康
医
療
部
に
感
染
症
対

策
課
を
新
設
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
有
事

の
際
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
す

る
の
で
は
な
く
、
平
常
時
に
お
い
て
危
機

事
象
の
際
の
チ
ー
ム
編
成
に
つ
い
て
検
討

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
。
市
の
考
え
は
。

管
理
監

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ

う
な
チ
ー
ム
編
成
が
可
能
か
を
検
討
し
、

第
２
波
に
備
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

議
員

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
。
第
２
波
が
予
想
さ
れ
る
時
期
は
台
風

の
多
発
時
期
と
重
な
る
。
本
市
に
お
い
て

も
平
常
時
か
ら
有
事
の
際
の
組
織
立
ち
上

げ
、
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
。

早
い
段
階
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
不
測
の
事
態

に
備
え
、
日
頃
か
ら
の
調
査
を
心
が
け
、

市
内
事
業
者
の
協
力
を
得
て
共
助
・
公
助

の
充
実
を
図
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

議
員

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
支
援
策
と
第
２
波
に
備
え
て
」
の
テ

ー
マ
で
質
問
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
支
援
策
や
関
連
情
報
の
市

民
へ
の
周
知
、
情
報
発
信
の
課
題
は
。
ま

た
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
者
数
は
。

総
合
政
策
部
長

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

の
無
い
人
に
対
す
る
緊
急
情
報
の
お
届
け

が
難
し
い
と
感
じ
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録

者
数
は
６
月
１
日
現
在
、
５
６
０
８
人
。

議
員

第
２
波
に
備
え
て
、
緊
急
性
の
高

い
情
報
に
関
し
て
は
全
世
帯
へ
の
チ
ラ
シ

の
配
布
も
検
討
願
い
た
い
が
見
解
は
。

ま
た
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
者
数
は
先
の

３
月
定
例
会
で
３
２
７
２
人
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
が
増
え
た
要
因
は
。

部
長

チ
ラ
シ
配
布
な
ど
も
含
め
、
迅
速

に
広
く
周
知
で
き
る
手
段
を
検
討
し
た
い

と
考
え
る
。
登
録
者
数
が
増
え
た
主
な
要

因
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
る
緊
急
情
報
を
得

る
た
め
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

議
員

特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
率
と
振

り
込
み
状
況
は
。

市
民
生
活
応
援
窓
口
で
は
「
減
収
や
失

業
に
関
す
る
相
談
が
多
か
っ
た
」
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口

で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特

例
で
あ
る
緊
急
小
口
資
金
の
申
請
件
数
は
。

ま
た
地
域
経
済
課
で
は
、
資
金
繰
り
に

関
す
る
相
談
等
を
中
心
に
多
か
っ
た
状
況

で
あ
る
。
市
内
の
中
小
企
業
、
個
人
事
業

主
、
飲
食
店
等
へ
の
影
響
の
認
識
は
。

部
長

特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
率
は
６

月
17
日
時
点
で
約
93
％
、
振
り
込
み
件
数

は
約
２
万
８
０
０
０
件
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
を
受
け
、
外
出
自
粛
や
休
業
要
請
に
よ

る
顧
客
の
減
少
な
ど
を
理
由
と
し
た
売
上

高
の
減
少
で
、
資
金
繰
り
に
苦
慮
し
て
い

る
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

健
康
福
祉
部
長

緊
急
小
口
資
金
の
申
請

は
、
４
月
１
４
７
件
、
５
月
１
７
４
件
。

議
員

第
２
波
に
備
え
、
相
談
体
制
の
充

実
、
制
度
の
周
知
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

部
長

経
済
的
に
困
窮
し
た
り
、
生
活
に

お
困
り
の
際
に
、
市
民
生
活
応
援
窓
口
に

ご
相
談
い
た
だ
く
よ
う
、
よ
り
一
層
窓
口

の
周
知
に
努
め
る
。

管
理
監

議 

員

部 

長
議 

員

堀口　陽一
 （立　志　会）

村岡　均
 （公 明 党）

コ
ロ
ナ
第
２
波
に
備
え
、
発

熱
外
来
を
設
置
す
べ
き

相
談
体
制
の
充
実

　
　
制
度
の
周
知
に
つ
い
て

設
置
に
向
け
て
、
今
夏
に
も

具
体
的
な
協
議
を
始
め
る

市
民
生
活
応
援
窓
口
の

　
　
　
　
周
知
に
努
め
る
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一　般　質　問

部分は12Ｐに用語解説があります

議
員

梅
雨
か
ら
夏
に
向
か
い
、
出
水
期

を
迎
え
、
台
風
、
豪
雨
等
の
自
然
災
害
へ

の
備
え
が
必
要
。
大
阪
府
か
ら
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
指
針
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
編
）
が
発
表
さ
れ

た
。
そ
こ
で
、
本
市
の
「
避
難
所
で
の
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
」
お
聞
き
す
る
。

①
感
染
症
対
策
を
し
た
避
難
所
の
収
容

人
数
の
状
況
は
。

危
機
管
理
監

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
級

で
５
０
０
０
人
分
不
足
。

議
員

不
足
分
は
ど
う
す
る
の
か
。

管
理
監

追
加
で
確
保
す
べ
く
ホ
テ
ル
を

は
じ
め
民
間
施
設
と
の
連
携
や
新
し
い
選

択
肢
も
模
索
。

議
員

②
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
専
用
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
は
。

管
理
監

自
主
避
難
所
想
定
の
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
実
施
。
手
引
書
作
成
中
。
各

施
設
に
応
じ
た
ス
ペ
ー
ス
確
保
に
努
め
る
。

議
員

③
資
機
材
確
保
に
国
の
第
２
次
補

正
予
算
で
増
額
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
活
用
は
。

市
長

国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活

用
や
財
政
調
整
基
金
等
も
増
額
に
努
め
て

き
た
の
で
、
資
金
の
必
要
な
部
分
は
投
入

し
て
い
き
た
い
。

議
員

④
医
療
部
門
と
の
連
携
は
。

管
理
監

医
師
会
に
マ
ス
ク
の
配
布
、
市

立
病
院
に
消
毒
液
の
供
給
等
、
保
健
所
と

情
報
交
換
し
、
避
難
所
運
営
に
も
意
見
交

換
を
し
て
い
る
。

議
員

⑤
「
避
難
」
に
対
す
る
根
本
的
な

考
え
方
を
確
認
し
情
報
発
信
す
べ
き
で
は
。

管
理
監

「
在
宅
避
難
」、「
縁
故
避
難
」

等
「
避
難
所
以
外
へ
の
避
難
」
の
啓
発
、

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

議
員

府
の
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
指

針
に
「
避
難
行
動
判
定
フ
ロ
ー
」
が
あ
る

が
、
評
価
、
利
用
は
。

管
理
監

評
価
す
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
中
。

議
員

⑥
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
や
避
難
所
運
営
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

今
後
の
予
定
は
。

管
理
監

避
難
所
運
営
訓
練
は
秋
頃
に

「
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
」
に
合
わ
せ
て
住

民
参
加
型
で
実
施
予
定
。
そ
れ
ま
で
に
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
の
改
訂
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

管
理
監

議 

員

溝口　浩
 （公 明 党）

感
染
症
対
策
を
し
た
避
難
所

の
収
容
人
数
の
状
況
は

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
級
で

５
０
０
０
人
分
不
足

※　次回の定例会の日程は表紙に掲載しています。

特　集

特　集

新型コロナウイルス
対策実施中！

　泉大津市議会では、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
令和２年第１回臨時会から、議員等の座席に間隔を設けるととも
に、議場等の扉を開け換気を行うなどの対策を行っています。
　また、傍聴席では次のような対策を行っています。

傍
聴
入
口
前
の
受
付
に
消
毒
液
や
マ

ス
ク
を
用
意
し
、
ご
自
由
に
お
使
い

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

２２２
傍
聴
入
口
前
の
受
付
に
消
毒
液
や
マ

ス
ク
を
用
意
し
、
ご
自
由
に
お
使
い

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

111

手
指
の
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

傍
聴
席
で
は
、
一
部
の
使
用
を
制
限

し
、
間
隔
を
空
け
て
の
着
席
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

３３３
お
帰
り
の
際
は
、
回
収
箱
に
傍
聴

整
理
券
を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
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本市議会では、今後の議会運営や議会改革の参考とするため、「泉大津市議会に関する市民ア

ンケート調査」を実施することといたしました。
回答は無記名とし、その結果は統計上の資料に限り利用させていただきます。また、議会運
営や議会改革以外の目的で使用することもありません。
お忙しいところ誠に恐縮ですが、本アンケートの趣旨をご理解いただき、ご協力くださいま
すようお願い申し上げます。

　あなたの ご意見 を　　　お聞かせください！

泉大津市議会に関する市民アンケートのお願い

■調査方法

・　調査地域 泉大津市全域
・　調査対象者 泉大津市内在住の18歳以上の男女
・　対象者数 2,000人
・　抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出
・　調査期間 令和2年8月7日（金）まで

（令和2年7月20日（月）発送済み）
・　調査方法 調査票による本人記述方式　
・　配布回収方法 郵送配布・郵送回収

特　集　１（市民アンケート）

みなさまからのご意見を

　　お待ちしています。

送付した封筒（茶色）には、返信用封筒（茶
色）、案内文及び調査票が同封されています。
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議会の模様を見てみませんか？

　インターネット検索画面で『泉大津市議

会』と入力して検索し、検索結果の中から

泉大津市議会のページを選択してください。

　泉大津市議会のホームページのトップに

ある『インターネット中継・録画放送』を

クリックしてください。インターネット中

継のページに移行します。

『インターネット中継・録画放送』

　　　　　　　　をクリック
１

ここをクリック

ここをクリック

　本会議インターネット中継のページに掲

載している『視聴方法』と『注意（免責）

事項』を読んで『議会ライブ中継へ』をク

リックしてください。

　録画放送をご覧になる場合は、見たい会

議名をクリックしてください。

 

ライブ中継はここをクリックライブ中継はここをクリック

録画放送はここをクリック

『議会ライブ中継へ』
　　　　　　　をクリック

２

ライブ中継は
ここをクリック

録画放送は
ここをクリック

泉大津市議会では、インターネット中継を実施し、市議会
本会議の模様をご覧いただけるようにしています。
また、本会議開催時間にご覧いただけない方のために、録
画放送もあわせて実施しています。
視聴方法は次のとおりです。

議会開催中は
自動的に映像が流れます。

３

　YouTube（外部リンク）のページに移行す

ると本会議開会中は自動的に映像が流れます。
　本会議が開催されていないときは、泉大津
市議会のYouTube 画面に移行するだけで、

映像は流れませんのでご注意ください。

↑↑本会議開会中は、映像が自動的に
流れます。

↓↓本会議が開催されていないと
きは、泉大津市議会のYouTube
画面が表示されます。

泉大津市議会 検索ホームページ                 http://izumiotsu.gsl-service.net/

特　集　２（インターネット中継）　
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市民

みらいネット

内　  訳

600,000

600,000

900,000

600,000

468,069

600,000

900,000

300,000

300,000

　

586,155

241,580

622,566

434,977

　 1,177

328,463

506,363

  43,168

  83,631

       

10,000

29,140

56,256

48,580

0

67,440

117,600

26,000

0

34,400

126,940

117,490

165,550

0

160,640

192,170

36,380

0

10,044

72,986

45,275

170,044

0

10,044

238,613

58,806

5,022

0

0

279,480

0

0

0

52,366

0

0

8,207

11,191

10,537

29,943

1,177

23,984

20,824

4,197

204

520,193

1,323

1,984

1,323

0

1,323

1,986

661

661

3,311

0

111,544

19,537

0

40,827

81,041

0

0

  会派名 　  支給限度額　  支出額
研究研修費　 　旅　費   　広報広聴費　　資料費　　　通信費　　備品購入費　  事務費　

日本共産党

公明党

おづ

市民クラブ

立志会

高橋　登

中村与志子

（単位：円）

●政務活動費とは？
　地方自治法の規定に基づき、議員の調査研究その他の活動に資するため

必要な経費の一部として、交付するものです。

●泉大津市の場合

　政務活動費は、会派が行う調査研究、研修、広報、広聴、住民相談、

要請、陳情、各種会議への参加等市政の課題及び市民の意思を把握し、

市政に反映させる活動その他住民福祉の増進を図るために必要な活動

に要する経費に充てることができます。

支給対象　：

支給額　：　　
交付方法　：

●政務活動費を充てることができる経費の範囲

会　　派（所属議員が１人の場合を含む）

議員一人あたり年額３０万円　　
透明性の確保を図るため、必要の都度、領収書を添付した

交付請求書の提出後、支給しています。

会派に
属さない
議員連合※

586,155

241,580

622,566

434,977

　 1,177

304,258

704,600

126,044

　 5,887

　

市民

トライネット

内　  訳

600,000

900,000

900,000

600,000

600,000

600,000

600,000

300,000

542,917

481,351

609,296

353,567

264,578

411,280

600,000

146,636

50,000

71,500

50,200

55,000

50,500

40,000

58,000

16,500

114,000

292,740

62,440

228,620

185,080

181,280

339,280

82,860

0

55,102

107,620

0

0

66,579

166,947

23,000

90,062

0

226,149

0

0

0

0

0

12,502

15,551

38,593

66,617

27,888

32,222

23,026

12,037

273,218

1,650

1,650

1,110

1,110

1,110

1,110

550

3,135

44,808

122,644

2,220

0

90,089

11,637

11,689

  会派名 　  支給限度額　  支出額
研究研修費　 　旅　費   　広報広聴費　　資料費　　　通信費　　備品購入費　  事務費　

日本共産党

公明党

おづ

維新蒼風会

市民クラブ

立志会

井阪正信

（単位：円）

●政務活動費とは？
　地方自治法の規定に基づき、議員の調査研究その他の活動に資するため

必要な経費の一部として、交付するものです。

●泉大津市の場合

　政務活動費は、会派が行う調査研究、研修、広報、広聴、住民相談、

要請、陳情、各種会議への参加等市政の課題及び市民の意思を把握し、

市政に反映させる活動その他住民福祉の増進を図るために必要な活動

に要する経費に充てることができます。

支給対象　：

支給額　：　　
交付方法　：

●政務活動費を充てることができる経費の範囲

会　　派（所属議員が１人の場合を含む）

議員一人あたり年額３０万円まで　　
透明性の確保を図るため、必要の都度、領収書を添付した

交付請求書の提出後、支給しています。

特　集　３（政務活動費）

意
見
交
換
会
の
開
催

政
策
討
論
会
の
開
催

政務活動費の公表
泉大津市議会では、市議会に対する理解と信頼を深め、市議会のより一層の透明性を図るため、平成25年度分から収

支報告書を、平成27年度分からは交付申請書や領収書等、政務活動費に関するすべての書類をホームページ上で公表し
ています。
本市の政務活動費については、次のとおりです。

※令和元年9月3日に高橋議員・中村議員は会派に属さない議員連合を結成。

※政務活動費の詳細は
ホームページにてご覧
いただけます。



て
緊
急
事
態
宣
言
の
全
面
解
除
を
行
っ
た
。
全

国
で
経
済
･
社
会
活
動
が
再
開
さ
れ
た
が
、
一

部
地
域
で
は
、
な
お
も
集
団
感
染
の
発
生
が
確

認
さ
れ
る
な
ど
、
感
染
拡
大
の
第
２
波
・
第
３

波
の
到
来
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

介
護
や
障
害
児
者
事
業
所
に
お
い
て
は
、
休

業
要
請
の
対
象
外
と
な
り
つ
つ
も
、
最
大
限
の

注
意
を
払
い
、
感
染
に
お
び
え
な
が
ら
も
事
業

継
続
を
し
て
い
る
が
、
支
援
の
施
策
が
極
め
て

不
十
分
な
状
況
に
あ
り
、
感
染
を
恐
れ
た
利
用

者
の
休
所
や
一
時
利
用
の
キ
ャ
ン
セ
ル
、
新
規

の
利
用
者
の
受
け
入
れ
減
な
ど
が
起
こ
っ
て
い

る
。
一
方
で
心
身
の
安
定
の
た
め
に
受
け
入
れ

を
継
続
し
利
用
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る
必
要

不
可
欠
な
事
業
で
あ
り
、
地
域
の
社
会
基
盤
と

し
て
支
え
る
機
能
が
失
わ
れ
れ
ば
介
護
崩
壊
を

招
き
か
ね
な
い
。

そ
の
た
め
国
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体

と
連
携
･
協
力
し
、
実
態
を
把
握
し
、
感
染
拡

大
の
防
止
と
経
営
へ
の
支
援
を
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
形
で
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
わ
る
緊

急
事
態
宣
言
の
全
面
解
除
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、

第
２
波
、
第
３
波
の
到
来
も
危
惧
さ
れ
て
お
り
、

依
然
と
し
て
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
と
、
医
療

提
供
体
制
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。

政
府
に
お
か
れ
て
は
こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
が
一
定
程
度
収
束
し
て
い
る
こ
と
を
受
け

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
の
共
同
処
理
す
る
事

務
に
藤
井
寺
市
、
大
阪
狭
山
市
、
熊
取
町
及
び

河
南
町
に
係
る
水
道
事
業
の
経
営
に
関
す
る
事

務
を
追
加
す
る
こ
と
並
び
に
こ
れ
に
伴
う
同
企

業
団
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
関
係
市
町
村
と
協

議
す
る
も
の
で
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
に
４
億
２
８
０
２
万
６
０

０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
３
８
６
億
９
６
１
万

３
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、

議
員
報
酬
４
４
４
万
５
０
０
０
円
、
特
別
職
給

１
６
０
万
９
０
０
０
円
の
減
額
、
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
４
５
１
１
万
９
０
０
０

円
、
産
業
振
興
対
策
事
業
に
お
け
る
補
助
金
１

億
５
０
０
０
万
円
、
小
・
中
学
校
教
材
整
備
事

業
に
係
る
校
用
器
具
費
１
億
７
３
０
７
万
円
の

増
額
な
ど
で
、
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

人
事
案
件
と
し
て
、
次
の
方
々
を
推
薦
お
よ

び
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

１１１１　●議会だより

　市議会で行われたこと

本
定
例
会
で
は
、
令
和
２
年
度
泉
大
津
市

土
地
開
発
公
社
経
営
報
告
の
件
な
ど
の
報
告

案
件
が
５
件
、
泉
大
津
市
市
税
条
例
の
一
部

改
正
の
件
、
令
和
２
年
度
泉
大
津
市
一
般
会

計
補
正
予
算
の
件
な
ど
の
議
案
13
件
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
介

護
、
障
害
児
者
の
事
業
所
を
守
り
、
介
護
崩

壊
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
特
段
の
支
援
を
求

め
る
意
見
書
の
件
な
ど
の
議
会
議
案
２
件
が

上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
・
可
決
・
同
意

し
ま
し
た
。

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

公
布
に
伴
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
お
け
る
税
制
上
の
措
置
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
、審
議
の
結
果
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
２
波
、

第
３
波
に
備
え
、
病
院
経
営
へ
の
抜
本
的

な
支
援
を
求
め
る
意
見
書
（
要
旨
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か

ら
介
護
、
障
害
児
者
の
事
業
所
を
守
り
、

介
護
崩
壊
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
特
段
の

支
援
を
求
め
る
意
見
書
（
要
旨
）

泉
大
津
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
の
件
や

　
令
和
２
年
度
泉
大
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
件
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

30 第
２
回
定
例
会
で
決
め
た
こ
と

第
２
回
定
例
会
で
決
め
た
こ
と

第
２
回
定
例
会
で
決
め
た
こ
と

主
な
議
案
内
容

泉
大
津
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
の
件
　
　

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
の
共
同
処
理
す

る
事
務
の
変
更
及
び
こ
れ
に
伴
う
大
阪

広
域
水
道
企
業
団
規
約
の
変
更
に
関
す

る
協
議
の
件

令
和
２
年
度
泉
大
津
市
一
般
会
計
補
正
予

算
の
件
（
議
案
第
38
号
）

人

事

案

件

　
■
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　
千
百
松
　
良
　
子
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
櫻
　
澤
　
宏
　
尚
　
　
氏

　
■
農
業
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
堀
　
内
　
久
　
雄
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
小
　
門
　
　
　
豊
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
松
　
本
　
信
　
幸
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
川
　
崎
　
　
　
勝
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
村
　
田
　
彦
　
一
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
村
　
田
　
重
喜
代
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
寺
　
田
　
定
　
義
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
山
　
内
　
千
代
治
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
小
　
林
　
　
　
茂
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
政
　
夫
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
藤
　
原
　
文
　
彦
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
辻
　
川
　
雄
　
史
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
八
　
木
　
昌
　
彦
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
堀
　
内
　
規
　
史
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
川
　
竹
　
紀
　
子
　
　
氏

　
　
　
　
　
　
角
　
野
　
一
　
仁
　
　
氏
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【条例の一部改正】

●泉大津市市税条例の一部改正の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●泉大津市介護保険条例の一部改正の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）

【予算】

●令和２年度泉大津市一般会計補正予算の件（議案第３８号）  ・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●令和２年度泉大津市介護保険事業特別会計補正予算の件・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●令和２年度泉大津市一般会計補正予算の件（議案第４２号）  ・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）

【その他】

●泉大津市立条南小学校校舎棟長寿命化改良工事請負契約締結の件・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●動産買入れの件（議案第３３号）  ・・・・・・・・・・・・・・・・  ・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●動産買入れの件（議案第３４号）  ・・・・・・・・・・・・・・・・  ・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●本市の区域内にあらたに生じた土地の確認の件    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●町区域の一部変更の件    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・可決（全会一致）
●大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及びこれに伴う
                                             大阪広域水道企業団規約の変更に関する協議の件 ・・・・・可決（全会一致）

【報告】

●専決処分報告の件（泉大津市国民健康保険料条例の一部改正の件）  ・・・・  ・・・・・ ・・承認（全会一致）
●専決処分報告の件（令和２年度泉大津市国民健康保険事業特別会計補正予算の件）  ・  ・ ・・承認（全会一致）
●令和元年度泉大津市一般会計予算の繰越明許費に係る経費の繰越しの件・・・・・・・・・報告
●令和元年度泉大津市下水道事業特別会計予算の繰越明許費に係る経費の繰越しの件・・・・報告
●令和２年度泉大津市土地開発公社経営報告の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・報告

第２回定例会での議決結果一覧第２回定例会での議決結果一覧第２回定例会での議決結果一覧

議 会 解 説用 語

　市議会で行われたこと

●６月　５日　　厚生文教委員会協議会
●６月　８日　　総務都市委員会協議会　
●６月１５日　　議会運営委員会
●６月１７日　　本会議（一般質問、議案審議）
　　～１８日　　
●６月２５日　　議会運営委員会
●６月２６日　　本会議最終日（議案審議）

議　会　の　動　き

ウ
イ
ル
ス
患
者
を
受
け
入
れ
る
病
院
の
診
療
報

酬
を
引
き
上
げ
る
な
ど
の
柔
軟
措
置
・
特
例
も

行
っ
て
き
た
が
、
病
院
経
営
は
公
立
・
公
的
病

院
を
は
じ
め
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

民
間
も
含
め
医
療
機
関
経
営
が
逼
迫
し
、
破

綻
し
て
し
ま
え
ば
、
今
後
の
到
来
が
予
想
さ
れ

る
第
２
波
、
第
３
波
に
対
応
す
る
こ
と
が
不
可

能
と
な
る
ば
か
り
か
、
国
民
の
命
と
健
康
を
支

え
る
医
療
基
盤
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
診
療
報
酬
上
の
対

応
に
加
え
、
政
府
と
し
て
左
記
の
と
お
り
抜
本

的
な
支
援
を
行
う
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

①
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
診
療
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
医
療
機
関

の
収
入
減
少
に
対
す
る
助
成
金
等
の
支
給

を
行
う
こ
と
。

②
　
第
２
波
、
第
３
波
に
備
え
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

や
発
熱
外
来
な
ど
の
医
療
提
供
体
制
整
備

へ
の
助
成
金
を
支
給
す
る
こ
と
。

以
上
２
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
各
大
臣

に
送
付
し
ま
し
た
。

第２回定例会での議決結果一覧
第２回定例会での議決結果一覧

○ゾーニング
　（コロナ禍において、）感染予防のためにエリアを

　区分すること

※一般質問　　　部分の解説


